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ＰＲポイント
従来の汚泥処理設備に比べ、環境影響とコストを大幅に低減
【①汚泥濃縮機】
・電力使用量７０％削減

【②汚泥脱水機＋③汚泥焼却炉】

・電力使用量４０％削減
・都市ガス使用量１０％削減
・Ｎ２Ｏ排出量５０％削減

応募事例名

応募団体名）東京都下水道局

環境負荷とコストを大幅に低減した汚泥処理システムの導入
～環境負荷の少ない都市を実現するために～

イノベーション部門

応募事例の概要

葛西水再生センターでは、濃縮・脱水・焼却までの一連の機器を、省エネルギー型に
更新し、汚泥処理システムとして環境負荷の低減とエネルギー使用量の削減を図った。

①汚泥濃縮機

①
遠心濃縮からベルト濃
縮に更新することで
モーターを小型化
⇒電力使用量削減

基本料金、従量料金、電力由来CO2削減
従量料金、燃料由来CO2削減
温室効果ガス排出量削減

②汚泥脱水機 ③汚泥焼却炉

ターボチャー
ジャー使用

流動ブロワ不要

誘引ブロワ不要

高温焼却に
よりＮ２Ｏ
排出量削減

遠心力を利用

重力を利用

③
ターボチャージャーを使用するこ
とで、熱エネルギーをブロワの動
力に変換
⇒流動・誘引ブロワ不要による
電力使用量削減

高圧搾力

遠心濃縮機

ベルト濃縮機

低含水率脱水機

ターボ型焼却炉

②
汚泥の水分量を従来の
脱水機よりさらに3%低減
⇒補助燃料(都市ガス)
使用量の削減

基本料金、従量料金、電力由来CO2削減

更新

脱水機と焼却炉を近接して配置し、
低含水率汚泥の移送を効率化


